
い
き
た
い
。
１
日
も
早
く
直
接
顔

を
合
わ
せ
て
の
交
流
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
」
と
応
え
た
。

岡
山
市
日
中
友
好
協
会
の
土
井

章
弘
会
長
（
岡
山
旭
東
病
院
総
院

長
）
も
「
友
好
交
流
協
定
締
結
以

来
、
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
し

て
き
た
が
、
懇
談
会
が
開
催
出
来

た
の
は
今
回
が
初
め
て
。
日
中
間

に
は
、
い
ろ
い
ろ
と
問
題
も
あ
る

が
、
だ
か
ら
こ
そ
民
間
の
交
流
が

大
切
だ
」
と
、
相
互
訪
問
を
呼
び

掛
け
、
そ
の
実
現
に
意
欲
を
見
せ

て
い
た
。

60
人
が
参
加
。
孔
絃
佑
駐
日
中
国

大
使
や
垂
秀
夫
在
中
国
日
本
大
使

ら
も
挨
拶
し
た
。

交
流
事
例
と
し
て
、
今
年
３
月

に
締
結
さ
れ
た
岡
山
市
立
操
南
中

学
校
と
洛
陽
市
東
昇
第
二
中
学
と

の
交
流
協
定
に
つ
い
て
、
校
長
同

士
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
が
放
映
さ

れ
た
。
操
南
中
の
青
木
伸
晃
校
長

は
調
印
書
面
と
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル

を
高
々
と
掲
げ
、
力
強
く
挨
拶
し

た
。友

好
都
市
関
係
で
は
、
岡
山
市

の
山
中
正
博
副
市
長
と
洛
陽
市
の

李
新
建
副
市
長
が
ス
ピ
ー
チ
。
山

中
副
市
長
は
、
岡
山
市
日
中
友
好

協
会
が
５
月
に
総
務
大
臣
賞
を
受

け
た
こ
と
を
紹
介
し
、
民
間
団
体

と
し
て
行
政
と
協
力
し
て
友
好
交

流
活
動
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を

強
調
し
た
。

協
会
か
ら
は
松
井
専
務
理
事
が

参
加
し
、
画
面
上
で
洛
陽
市
人
民

対
外
友
好
協
会
の
張
璞
副
会
長
と

張
婧
さ
ん
に
挨
拶
し
た
。

「
友
好
都
市　

未
来
を
共
有
し

よ
う
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
２
０
２

２
年
河
南
省
・
日
本
友
好
都
市
オ

ン
ラ
イ
ン
交
流
会
が
、７
月
21
日
、

河
南
省
鄭
州
市
を
メ
イ
ン
会
場
と

し
て
開
か
れ
た
。

交
流
会
に
は
、
友
好
都
市
関
係

に
あ
る
河
南
省
内
の
都
市
と
日
本

各
都
市
の
政
府
・
行
政
や
人
民
対

外
友
好
協
会
・
友
好
協
会
な
ど
約

こ
れ
は
、
岡
山
市
日
中
友
好
協

会
と
天
津
市
人
民
対
外
友
好
協
会

が
、
２
０
１
５
年
に
締
結
し
た
友

好
交
流
協
定
に
基
づ
き
開
か
れ
る

初
め
て
の
本
格
的
交
流
。

今
回
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
分
野
に
つ
い
て
双
方
の
医
療
従

事
者
が
意
見
を
交
換
し
た
。

岡
山
側
は
、
岡
山
旭
東
病
院
と

岡
山
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

が
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
急
性

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
概
要

や
病
院
の
紹
介
に
つ
い
て
説
明
。

天
津
側
は
、
天
津
市
第
四
中
心

医
院
と
天
津
中
医
薬
大
学
第
一
附

属
医
院
が
中
国
で
手
掛
け
て
い
る

リ
ハ
ビ
リ
医
療
の
実
情
な
ど
を
紹

介
し
た
。

会
議
で
は
、
元
岡
山
大
学
学
長

で
同
医
学
部
出
身
の
森
田
潔
氏

（
岡
山
市
日
中
友
好
協
会
副
会
長
）

が
「
今
後
、
天
津
市
と
岡
山
が
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
分
野
に
お
い

て
も
、
医
療
交
流
を
行
な
う
こ
と

が
両
国
の
医
療
の
発
展
、
地
域
医

療
の
発
展
に
貢
献
出
来
る
と
信
じ

て
い
る
。
お
互
い
が
医
療
に
対
す

る
〝
想
い
〟
を
分
か
ち
合
っ
て
両

国
の
医
療
発
展
に
尽
す
よ
う
努
力

し
て
欲
し
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

天
津
側
も
「
こ
う
し
て
お
互
い

が
話
し
合
う
意
味
は
大
き
い
。
今

後
、
実
務
型
の
交
流
を
進
め
て
い

く
べ
き
だ
と
思
う
。
岡
山
と
協
力

し
な
が
ら
信
頼
関
係
を
築
い
た
上

で
、
専
門
家
を
交
え
て
交
流
し
て

天津市とのオンライン医療交流

天津とのオンライン・岡山旭東病院会場

河南省・日本友好都市交流会

コ
ロ
ナ
禍
７
波
！
明
日
が
見
え
な
い
中
、
満
を
持
し
て ―

―

コ
ロ
ナ
禍
７
波
！
明
日
が
見
え
な
い
中
、
満
を
持
し
て ―

―

天
津
と
リ
ハ
ビ
リ

テ
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シ
ョ
ン

会
議
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河
南
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イ
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交
流

天
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リ
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テ
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シ
ョ
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会
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河
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イ
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交
流

　

岡
山
市
と
天
津
市
の
医
療
関
係
者
が
交
流
す
る
医
療
交
流
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
が
、
７
月
５
日
、
岡
山
市
中
区
の
岡
山
旭
東
病
院
「
バ
ッ
チ

ア
ダ
ム
ス
ホ
ー
ル
」
と
、
天
津
市
の
政
府
や
病
院
を
結
ん
で
開
か
れ
た
。

岡
山
・
天
津
初
の
懇
談
会
方
式
で

洛
陽
市
等
と「
未
来
を
共
有
し
よ
う
」
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舎
と
詩
碑
は
日
中
両
国
が
切
っ
て

も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
こ
と
を

示
す
ば
か
り
で
な
く
、
中
国
政
府

と
人
民
が
友
好
を
回
復
し
発
展
さ

せ
た
い
と
願
う
気
持
ち
の
表
れ

だ
。
交
流
の
歴
史
を
直
視
し
、
偉

大
な
先
人
た
ち
の
日
中
友
好
に
果

た
し
た
政
治
力
を
忘
れ
ず
、
万
難

を
排
し
て
勇
気
と
知
恵
を
も
っ
て

手
を
取
り
合
い
、
日
中
関
係
の
美

し
い
未
来
を
切
り
開
く
た
め
に
努

力
し
て
行
こ
う
」と
熱
く
語
っ
た
。

だ
ん
だ
ん
大
き
く
響
く
。
太
鼓
の

伏
線
だ
っ
た
の
だ
。
私
は
太
鼓
の

連
打
に
圧
倒
さ
れ
た
。

そ
の
時
、
陳
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
は
何

か
に
憑
か
れ
た
よ
う
に
、
人
を
か

き
分
け
、
か
き
分
け
進
ん
だ
。
紅

潮
し
た
顔
、
き
ら
り
と
光
る
目
。

娘
を
見
つ
け
た
に
相
違
な
い
。
そ

し
て
娘
も
ま
た
母
を
見
つ
け
た
の

だ
。お

互
い
の
魂
が
ぶ
つ
か
り
合
っ

た
に
違
い
な
い
。
私
に
は
そ
う
思

え
た
。

も
し
か
し
た
ら
？
娘
へ
の
思
い

を
潰
さ
れ
た
、
や
り
場
の
な
い
気

持
ち
の
表
れ
だ
っ
た
の
か
も
知
れ

な
い
。

歴
史
に
翻
弄
さ
れ
て
…
私
は
気

が
高
ま
る
の
を
抑
え
た
。
娘
へ
の

絆
は
、
国
を
超
え
て
人
間
の
本
質

に
迫
る
尊
い
も
の
だ
っ
た
。

戦
争
で
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
負
の

遺
産
の
一
つ
を
、
揺
り
起
こ
し
広

げ
て
く
れ
た
。
戦
争
を
知
る
世
代

も
知
ら
な
い
世
代
も
、
こ
の
作
品

の
奥
に
秘
め
ら
れ
た
も
の
を
汲
み

取
ら
な
く
て
は
と
、強
く
思
っ
た
。

し
て
い
な
い
か
な
…

私
は
そ
ん
な
こ
と
も
気
に
な
っ

て
仕
様
が
な
い
。
３
人
は
期
待
と

不
安
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
旅
を

続
け
た
。

娘
に
会
い
た
い
陳
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
捜
し
て
あ
げ
た
い
周
り
の
人

達
。
お
互
い
を
思
い
や
る
場
面
を

随
所
に
見
受
け
た
。

何
気
な
い
会
話
で
あ
っ
た
り
、

無
言
の
写
真
交
換
だ
っ
た
り
と
、

ほ
っ
と
す
る
一
瞬
に
暖
か
い
空
気

が
流
れ
て
い
た
。
こ
う
言
う
の
を

愛
と
言
う
の
だ
ろ
う
。
愛
に
国
境

は
な
く
美
し
い
も
の
だ
っ
た
。

コ
ロ
ン
コ
ロ
ン
、
ト
ン
ト
ン
と

聞
こ
え
て
き
た
。
水
琴
か
な
、
鼓

か
な
。
私
は
遠
い
音
に
聞
い
た
よ

う
な
気
が
し
た
。
３
人
の
行
く

先
々
に
、
美
し
い
景
色
が
映
る
。

そ
れ
は
逸
品
の
絵
画
。
愛
と
音

と
絵
の
綾
錦
の
中
に
、
す
っ
ぽ
り

と
浸
っ
て
い
た
。
折
し
も
、
元
上

司
か
ら
の
電
話
は
、
麗
華
の
悲
し

い
終
末
の
知
ら
せ
で
あ
っ
た
。
再

会
の
望
み
は
泡
と
な
っ
た
。

ご
神
灯
が
見
え
て
き
た
。
あ
の

リ
ズ
ム
が
ま
た
聞
こ
え
て
く
る
。

敗
戦
直
後
の
暗
く
重
い
時
代

が
、
さ
ら
り
と
ア
ニ
メ
で
流
れ
て

き
た
。
明
る
い
色
合
い
で
気
分
は

軽
く
な
っ
た
。

画
面
下
を
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク

を
背
負
っ
た
同
じ
人
型
が
さ
っ

さ
っ
と
動
い
た
。

…
こ
れ
は
違
う　

隊
列
の
中
に

は
子
供
も
年
寄
り
も
い
た　

錦
州

か
ら
胡
盧
島
ま
で
の
炎
天
下
を　

喘
ぎ
な
が
ら
歩
い
た
…

そ
ん
な
意
地
悪
な
自
分
が
一
瞬

そ
こ
に
い
た
。

私
は
77
年
前
、
中
国
東
北
部
か

ら
引
揚
げ
た
一
人
で
、
こ
の
日
を

待
ち
わ
び
て
い
た
。

物
語
は
静
か
に
進
ん
だ
。
３
人

と
も
口
数
は
少
な
く
一
言
の
情
報

に
、
は
や
る
心
を
抑
え
な
が
ら
歩

く
。
尋
ね
る
先
の
残
留
孤
児
だ
っ

た
人
達
は
、
自
分
の
今
置
か
れ
て

い
る
場
所
で
懸
命
に
働
い
て
い
た
。

…
今　

幸
せ
な
の
か
な　

中
国

に
い
た
方
が
良
か
っ
た
と　

後
悔

中
国
駐
大
阪
総
領
事
館
の
薛
剣

総
領
事
が
、
７
月
18
日
、
着
任
以

来
初
め
て
岡
山
を
訪
れ
、
岡
崎
嘉

平
太
記
念
館
や
後
楽
園
を
訪
問
、

「
江
田
五
月
を
偲
ぶ
会
」
に
も
出

席
、
終
日
関
係
者
等
と
懇
談
し
親

交
を
温
め
た
。

一
行
は
ま
ず
加
賀
郡
吉
備
中
央

町
の
岡
崎
嘉
平
太
記
念
館
を
訪

問
。
杉
原
雅
夫
館
長
が
出
迎
え
、

同
町
の
山
本
雅
則
町
長
と
共
に
館

内
を
見
学
し
た
。

こ
の
後
、山
本
町
長
ら
と
懇
談
。

薛
総
領
事
が
周
恩
来
総
理
の
故
郷

で
あ
る
江
蘇
省
淮
安
市
の
出
身
で

あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
話
は
大
い

に
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

昼
は
、
協
会
主
催
の
昼
食
会
が

開
か
れ
、
同
行
し
て
い
た
大
阪
総

領
事
館
の
一
行
と
共
に
懇
談
。
午

後
は
、
岡
山
駅
前
の
ホ
テ
ル
で
開

か
れ
た
「
江
田
五
月
を
偲
ぶ
会
」

に
参
加
。
そ
の
後
、
郭
沫
若
氏
と

関
係
の
深
い
岡
山
後
楽
園
を
訪
問

し
散
策
し
た
。

後
楽
園
で
は
、
同
事
務
所
の
石

井
謙
次
所
長
の
案
内
に
よ
り
、
参

加
者
と
と
も
に
園
内
を
見
学
。
郭

沫
若
氏
が
贈
っ
た
丹
頂
鶴
と
郭
沫

若
詩
碑
の
説
明
を
受
け
た
後
、
薛

総
領
事
は
鶴
舎
の
前
に
立
ち
ス

ピ
ー
チ
。

交
流
の
歴
史
を
直
視

美
し
い
未
来
を
！

「
日
中
友
好
の
信
念
を
表
す
鶴

中国駐大阪総領事館総領事

薛剣氏初の岡山入り薛剣氏初の岡山入り
岡崎嘉平太記念館を訪問懇談
岡山後楽園では丹頂鶴と対面

日
中
合
作
映
画

　
　
　
　
　
　
　を
鑑
賞
し
て

日
中
合
作
映
画

　
　
　
　
　
　
　を
鑑
賞
し
て

　
　
　
　
　
　　『
再
会
の
奈
良
』

山本町長（左）と薛総領事（肖像画は岡崎嘉平太氏） 当協会の参加者と（中央が薛総領事）

郭沫若詩碑を見る薛総領事（後楽園）

奥
に
秘
め
ら
れ
た
も
の

汲
み
取
ら
な
く
て
は

則
次 

美
弥
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c
.jp

E
-m
a
il:o
b
c
＠
o
b
c
n
e
t.a
c
.jp

　

校
　
長
　
西

　﨑

　
　
　誠

岡
山
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ

専
門
学
校

岡
山
市
北
区
大
元
駅
前
三―

六
一

電
話（
代
表
）二
三
三―

八
八
一
一

代
表
取
締
役
社
長
　
永

　山

　久

　人

下
津
井
電
鉄
株
式
会
社

岡
山
市
北
区
錦
町
五―

一
五
　
　

電
話
　
二
二
五―

一
四
九
一
　
　

代
表
取
締
役
　
田

　邉

　繁

　之

株
式
会
社
　田
辺
産
業

《50音順》
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係
に
あ
る
日
本
各
地
の
自
治
体
や

友
好
団
体
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

の
席
上
で
も
、
受
賞
が
触
れ
ら
れ

た
。洛

陽
市
の
副
市
長
が
わ
ざ
わ
ざ

協
会
が
受
賞
し
た
総
務
大
臣
表
彰

状
を
画
面
に
出
し
て
見
せ
「
洛
陽

市
と
の
40
年
に
わ
た
る
民
間
交
流

が
日
本
政
府
に
評
価
さ
れ
た
」
と

紹
介
し
て
頂
い
た
。

ま
た
、
岡
山
市
の
竹
中
副
市
長

も
、
協
会
の
受
賞
を
報
告
し
「
こ

の
会
議
に
も
出
席
し
て
い
る
松
井

専
務
理
事
に
感
謝
す
る
」
と
わ
ざ

わ
ざ
名
前
を
挙
げ
て
紹
介
し
て
頂

い
た
。○ 

今
後
の
課
題 

◯

会
員
と
喜
び
を
共
有

基
本
理
念
を
貫
く

今
回
、
当
協
会
は
幸
運
に
も
総

務
大
臣
賞
と
い
う
全
国
レ
ベ
ル
の

大
き
な
賞
を
頂
い
た
。
そ
れ
は
、

と
に
も
か
く
に
も
設
立
以
来
堅
持

し
て
い
る
『
市
民
み
ん
な
で
日
中

友
好
』
と
い
う
基
本
理
念
を
貫
い

て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の

だ
と
思
う
。

ま
ず
は
こ
の
こ
と
を
会
員
の
皆

様
と
共
有
し
た
い
。
こ
の
理
念
を

継
続
す
る
こ
と
こ
そ
今
回
表
彰
を

受
け
た
責
務
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
受
賞
理
由
に
も
あ
る
よ

う
に
他
の
模
範
と
な
る
べ
く
努
力

し
続
け
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
行
政
と
の
協

働
を
模
索
し
つ
つ
、
時
代
に
即
し

た
様
々
な
活
動
を
提
案
し
、
心
あ

る
人
に
依
拠
し
、
組
織
を
作
り
、

Ｄ
Ｘ
を
駆
使
し
て
効
率
化
し
、
必

要
な
資
金
を
生
み
出
し
て
日
中
友

好
の
大
義
に
向
か
っ
て
休
ま
ず
歩

ん
で
い
く
こ
と
だ
。

て
頂
い
た
こ
と
と
、
当
協
会
設
立

40
周
年
の
昨
年
に
、
資
料
整
理
や

書
面
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
申
請
書
類
の
作
成
は
で

き
そ
う
だ
と
思
い
、
応
募
を
決
め

た
。12

月
の
第
１
週
の
３
日
間
、
本

当
に
集
中
し
て
申
請
書
類
一
式
を

書
き
上
げ
送
付
し
た
。
年
が
明
け

て
、
数
回
に
わ
た
り
追
加
資
料
の

提
供
要
請
が
あ
り
、
手
応
え
は
感

じ
て
い
た
。

し
か
し
、
し
ば
ら
く
音
沙
汰
が

な
か
っ
た
の
で
、
や
は
り
無
理

だ
っ
た
の
か
と
思
っ
て
い
た
矢

先
、
３
月
29
日
付
け
で
決
定
通
知

書
が
届
き
、
主
催
者
の
自
治
体
国

際
化
協
会
よ
り
電
話
を
頂
い
た
。

５
月
の
正
式
発
表
ま
で
は
慎
重

に
取
り
扱
う
よ
う
に
と
の
お
達
し

だ
っ
た
の
で
、
公
表
は
出
来
な

か
っ
た
が
、
本
当
に
嬉
し
く
会
長

や
複
数
の
役
員
、
お
世
話
に
な
っ

た
国
際
課
に
早
速
報
告
し
た
。

何
よ
り
国
際
課
の
方
が
我
が
事

の
よ
う
に
喜
ん
で
頂
い
た
の
が
嬉

し
か
っ
た
。

○ 

講
評
内
容 

◯

受
賞
評
価
ポ
イ
ン
ト

先
進
性
や
独
自
性

今
回
の
表
彰
の
審
査
基
準
は
①

先
進
性
②
独
自
性
③
継
続
性
④
活

発
性
⑤
協
働
性
・
連
携
性
⑥
効
果

（
地
域
の
国
際
化
、
地
域
経
済
の

活
性
化
、
地
域
の
知
名
度
や
イ

メ
ー
ジ
の
向
上
等
）
だ
っ
た
。

協
会
は
、
左
記
の
《
評
価
の
ポ

イ
ン
ト
》
を
得
て
受
賞
基
準
を
ク

リ
ア
で
き
た
の
で
あ
る
。

○ 

受
賞
に
至
る
経
過 

◯

岡
山
市
国
際
課
か
ら

応
募
の
提
案
あ
り

昨
年
11
月
末
に
、
岡
山
市
国
際

課
よ
り
電
話
が
あ
り
、
こ
の
賞
の

存
在
を
知
っ
た
。
応
募
の
締
め
切

り
ま
で
に
、
ほ
ぼ
１
週
間
し
か
な

い
が
「
応
募
し
て
み
ま
す
か
？
岡

山
市
日
中
友
好
協
会
の
40
年
の
交

流
の
実
績
は
受
賞
に
値
す
る
と
思

い
ま
す
が
、
受
賞
を
保
証
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
う
内

容
だ
っ
た
。

国
際
課
の
方
か
ら
熱
心
に
薦
め

　
総
務
省
は
、
２
０
２
２
年
（
令

和
４
年
）
５
月
20
日
、
第
16
回
自

治
体
国
際
交
流
表
彰
（
総
務
大
臣

賞
）の
受
賞
３
団
体
を
発
表
し
た
。

そ
の
中
に
、
我
が
岡
山
市
日
中
友

好
協
会
が
あ
っ
た
。
他
の
２
団
体

は
、
公
益
財
団
法
人
加
古
川
市
国

際
交
流
協
会
と
沖
縄
県
で
、
純
粋

の
民
間
団
体
は
当
協
会
の
み
。
今

回
の
受
賞
に
つ
い
て
経
過
を
振
り

返
り
、
会
員
の
皆
様
と
共
に
喜
び

を
分
か
ち
合
い
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
の
在
り
方
を
展
望
し
た
い
と
思

う
。

以
下
、
総
務
省
と
自
治
体
国
際

化
協
会
に
よ
る
「
受
賞
団
体
評
価

ポ
イ
ン
ト
」
か
ら
抜
粋
す
る
。

☆
岡
山
市
と
洛
陽
市
の
姉
妹
都

市
交
流
事
業
の
主
体
と
し
て
、
40

年
間
に
わ
た
り
交
流
を
継
続
し
て

い
る
点
が
評
価
で
き
る
。

☆
地
元
当
局
と
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
調
整
し
て
長
期
に
わ
た
り
植
林

活
動
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
は
、

地
域
住
民
間
の
信
頼
関
係
の
構
築

や
環
境
問
題
解
決
に
も
寄
与
し
て

お
り
評
価
で
き
る
。

☆
緑
化
事
業
（
環
境
）、
医
療

交
流
な
ど
、
具
体
的
な
複
数
の
重

要
な
分
野
に
お
い
て
、
双
方
向
で

の
技
術
面
・
人
材
面
で
の
交
流
が

行
な
わ
れ
て
い
る
点
が
評
価
で
き

る
。特

に
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

医
療
に
関
わ
る
交
流
の
意
義
は
大

き
く
、
先
進
的
で
あ
り
、
他
の
自

治
体
の
模
範
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。☆

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連
す
る
事
業

を
経
済
的
に
も
困
難
な
地
域
で
展

開
し
た
協
会
の
事
業
の
先
進
性
、

ま
た
時
代
に
合
わ
せ
た
資
金
調
達

の
工
夫
は
継
続
性
の
視
点
か
ら
も

評
価
で
き
る
。

更
に
医
療
関
係
者
、
一
般
市
民

や
中
学
生
の
交
流
、
訪
問
な
ど
、

幅
広
い
人
々
が
参
加
で
き
る
事
業

が
行
な
わ
れ
、
活
発
性
の
面
に
お

い
て
も
評
価
で
き
る
。

○ 

講
評
と
意
見
交
換
会 

◯

勇
気
を
振
り
絞
っ
て

10
分
間
の
プ
レ
ゼ
ン

６
月
10
日
、
東
京
駅
前
の
丸
の

内
ホ
テ
ル
で
「
講
評
と
意
見
交
換

会
」
が
開
か
れ
た
。
受
賞
３
団
体

が
審
査
員
の
前
で
発
表
し
、
改
め

て
講
評
を
受
け
る
会
だ
。

各
自
10
分
の
持
ち
時
間
な
の

で
、
当
方
が
準
備
し
て
い
た
の
は

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
も
ス
ラ
イ
ド
５

枚
と
簡
単
な
も
の
だ
っ
た
。

し
か
し
、
当
日
、
加
古
川
市
や

沖
縄
県
が
準
備
さ
れ
て
い
た
資
料

は
説
明
内
容
も
豊
富
で
写
真
も
ス

ラ
イ
ド
内
容
、
デ
ザ
イ
ン
も
素
晴

ら
し
か
っ
た
。

正
直
「
し
ま
っ
た
」
と
思
っ
た

が
、
時
既
に
遅
し
。
そ
の
時
思
い

浮
か
ん
だ
の
が
、
設
立
以
来
40
年

間
支
え
て
頂
い
た
歴
代
会
長
や
会

員
の
人
々
、
洛
陽
の
友
人
の
顔
、

様
々
な
活
動
の
場
面
だ
っ
た
。

何
よ
り
協
会
は
財
政
基
盤
も
な

く
、
活
動
す
べ
て
、
関
わ
っ
た
皆

が
〝
手
弁
当
〟
で
や
っ
て
き
た
か

ら
こ
そ
、
こ
こ
ま
で
や
れ
た
の
だ

と
い
う
思
い
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
代

え
、
勇
気
を
振
り
絞
っ
て
10
分
間

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
臨
ん

だ
。

○ 

そ
の
後
の
評
価 

◯

各
方
面
か
ら
の
評
価

反
応
は
予
想
以
上

７
月
18
日
に
、
中
国
駐
大
阪
総

領
事
館
の
薛
剣
総
領
事
一
行
が
岡

山
へ
来
ら
れ
た
時
、
協
会
主
催
の

昼
食
会
挨
拶
で
、
薛
総
領
事
が
総

務
大
臣
賞
に
触
れ
「
我
が
事
の
よ

う
に
嬉
し
く
思
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
、
こ
の
時
期
に
受
賞
し
た
こ
と

に
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
日
本
政

府
が
日
中
友
好
を
重
視
し
て
い
る

こ
と
の
一
つ
の
表
れ
と
も
言
え

る
」
と
高
く
評
価
頂
い
た
。

そ
し
て
７
月
22
日
に
開
催
さ
れ

た
中
国
・
河
南
省
と
友
好
都
市
関

専
務
理
事

松

　井

　三

　平

第
16
回
自
治
体
国
際
交
流
表
彰（
総
務
大
臣
賞
）経
過
報
告

松井専務（左端）始め受賞者の皆さん

岡
山
市
北
区
駅
元
町
一
五―

一
　

電
話
　
八
九
八―

一
一
一
一
　
　

取
締
役
　
岡

　﨑

　
　
　登

株
式
会
社
　

レ
イ

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
岡
山

岡
山
市
北
区
番
町
二―

三―

四
　
　

電
話（
〇
八
六
）二
二
一―

一
〇
一
〇

取
締
役
社
長
　
髙

　木

　晶

　悟

株
式
会
社
　

ト
マ
ト
銀
行

〒
七
〇
〇―

〇
八
〇
七
　

岡
山
市
北
区
南
方
三―

一
〇―

四
〇

電
話（
〇
八
六
）二
二
三―

七
四
五
〇

協
会
副
会
長
　
宮

　本

　光

　研

白
馬
寺
請
来
の
白
玉
佛
円
堂
完
成
（
４
月
18
日
）

岡
山
市
南
区
浦
安
南
町
五
五
〇
　

電
話
　
二
六
三―

二
二
四
五
　
　

株
式
会
社
　

中
外
燐
寸
社

代
表
取
締
役
　
田

　中

　礼
一
郎

暑
中　お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

暑
中　お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

《50音順》
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６
／
24
… 

天
津
と
の
医
療
交
流
リ

ハ
ー
サ
ル
（
岡
山
旭
東

病
院
）

６
／
28
… 

真
備
町
、
吉
備
真
備
交

流
打
合
せ

６
／
30
… 

会
報
「
岡
山
と
中
国
」

発
送
（
事
務
所
）

７
／
１
… 

岡
山
県
日
中
懇
話
会
理

事
会（
西
川
原
プ
ラ
ザ
）

７
／
４
… 

倉
敷
市
市
長
公
室
訪
問

（
倉
敷
市
役
所
）

７
／
５
… 

天
津
医
療
交
流
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議（
旭
東
病
院
）

７
／
12
… 

操
南
中
青
木
校
長
ビ
デ

オ
撮
影
（
操
南
中
）

７
／
13
… 

真
備
中
学
校
訪
問

７
／
14
… 

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
継
続

申
請
書
類
提
出
（
岡
山

市
協
働
参
画
課
）

７
／
18
… 

大
阪
総
領
事
館
一
行
来

岡
（
吉
備
中
央
町
、
岡

山
市
、
後
楽
園
）

８
／
６
… 

岡
山
外
語
学
院
30
周
年

記
念
式
典
（
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
）

８
／
19
… 

会
報
「
岡
山
と
中
国
」

８
月
号
発
送（
事
務
所
）

【
新
入
会
員
】

　

内
田　

俊
理　

氏
（
岡
山
市
）

　

木
下　

建
治　

氏
（
岡
山
市
）

　

渋
野　

晃
弘　

氏
（
岡
山
市
）

　

岡
﨑　

佳
子　

氏
（
岡
山
市
）

【
訃
　
報
】

　

村
上　
　

尚　

氏
（
大
阪
府
）

７
月
24
日
逝
去
。
初
代
の
瀬
戸

内
日
中
友
好
卓
球
交
流
会
会
長
。

当
協
会
設
立
時
の
発
起
人
の
一
人

で
あ
っ
た
岡
山
大
学
医
学
部
教
授

（
当
時
）、
村
上
栄
氏
の
長
男
。

麗
華
さ
ん
探
し
を
す
る
中
で
、

初
め
は
細
い
繋
が
り
が
だ
ん
だ
ん

と
太
く
な
っ
て
い
き
、
問
題
を
少

し
ず
つ
解
決
し
て
い
く
姿
に
、
現

在
の
日
中
友
好
の
光
を
見
る
気
が

し
ま
し
た
。

繋
が
り
を
作
れ
ば
、
な
ん
と
か

な
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

作
品
の
中
で
は
、
大
き
な
事
件

は
起
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
淡
々

と
営
ま
れ
て
い
る
日
常
の
中
に
本

当
は
自
分
の
人
生
に
大
き
な
意
味

を
も
つ
よ
う
に
な
る
も
の
が
潜
ん

で
い
る
の
で
は
、と
思
い
ま
し
た
。

そ
こ
に
希
望
を
読
み
取
る
こ
と

の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
「
再
会
の
奈
良
」
を
見
て

の
〝
さ
み
し
さ
〟
は
、
私
の
大
き

な
気
づ
き
に
つ
な
が
る
〝
さ
み
し

さ
〟
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

「
再
会
の
奈
良
」、
早
速
７
月

３
日
に
鑑
賞
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

中
国
と
日
本
、
残
留
孤
児
の
問

題
に
つ
い
て
今
ま
で
は
語
り
で
は

聞
い
て
い
ま
し
た
が
現
実
の
状
況

を
知
り
、
こ
の
映
画
で
な
ん
と
も

言
え
な
い
感
銘
を
受
け
涙
し
ま
し

た
。過

去
の
出
来
事
と
は
い
え
現
在

も
こ
の
問
題
で
苦
悩
さ
れ
て
い
る

人
々
が
多
く
お
ら
れ
、
心
痛
む
思

い
で
い
た
た
ま
れ
な
い
自
分
で
あ

り
ま
す
。

私
も
改
め
て
日
中
友
好
と
残
留

孤
児
の
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
微

力
な
が
ら
協
力
し
た
い
と
決
意
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
今
年
は
日
中
国
交
正
常
化
50
周

年
。
年
度
初
め
の
総
会
で
、
記
念

事
業
を
行
う
と
明
記
し
、
ひ
と
つ

ず
つ
の
活
動
を
50
周
年
記
念
と
銘

打
っ
て
実
施
し
て
き
た
。
５
月
に

は
総
務
大
臣
賞
を
受
賞
し
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
が
国
レ
ベ
ル
で
評
価

さ
れ
、
50
周
年
に
錦
上
花
を
添
え

る
が
如
く
、
今
後
の
活
動
に
大
き

な
弾
み
と
な
っ
た
▼
一
方
、
総
会

で
は
重
点
目
標
の
中
に
『
温
故
知

新
、
以
て
師
と
な
す
べ
し
』
と
い

う
言
葉
を
指
針
と
し
た
。
こ
の
指

針
に
基
づ
き
、
郷
土
が
生
ん
だ
偉

大
な
学
者
で
あ
り
政
治
家
で
あ
る

吉
備
真
備
公
の
顕
彰
活
動
を
、
日

中
間
の
教
育
交
流
や
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
な
ど
へ
の
協
力
を
通
じ
て

実
施
、
次
代
を
担
う
青
少
年
に
日

中
関
係
の
長
く
て
深
い
交
わ
り
を

学
び
伝
え
て
い
く
活
動
を
残
さ
れ

た
下
半
期
に
や
り
遂
げ
た
い
▼
１

０
０
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
激
動

の
世
界
情
勢
、
そ
し
て
新
型
コ
ロ

ナ
の
世
界
的
蔓
延
と
い
う
中
で
、

日
中
関
係
も
複
雑
で
厳
し
い
状
況

も
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
局
面
に

対
し
て
、
日
中
友
好
の
旗
を
高
く

掲
げ
る
こ
と
と
同
時
に
、
悠
久
の

歴
史
の
中
で
切
っ
て
も
切
り
離
せ

な
い
中
国
と
の
関
係
を
今
一
度
ふ

り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
友
好
関
係

を
見
つ
め
て
い
く
契
機
と
し
た
い

▼
今
す
べ
き
は
お
祭
り
で
も
セ
レ

モ
ニ
ー
で
も
な
く
、
市
民
の
中
に

入
っ
て
友
好
を
共
に
考
え
て
い
く

地
道
な
活
動
だ
▼
コ
ロ
ナ
が
第
７

波
に
突
入
し
終
息
が
見
え
な
い
。

十
分
に
気
を
付
け
、
熱
い
夏
を
乗

り
越
え
、
友
好
活
動
を
実
践
し
て

い
き
ま
し
よ
う
！ 

（
松
）

い
る
。

Ｓ
さ
ん
は
、
１
９
３
５
（
昭
和

10
）
年
４
月
30
日
生
ま
れ
の
10
歳

だ
っ
た
。

「
私
た
ち
が
扎
蘭
屯
に
着
い
た
と

き
に
は
、
も
う
た
く
さ
ん
の
ソ
ビ

エ
ト
兵
が
い
ま
し
た
。
町
の
宿
に

一
家
五
人
泊
ま
っ
て
い
た
時
、
ソ

ビ
エ
ト
兵
が
押
し
入
っ
て
き
て
、

母
に
乱
暴
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。

父
は
母
を
守
ろ
う
と
必
死
で
抵

抗
し
た
が
、
ソ
ビ
エ
ト
兵
か
ら
銃

を
突
き
付
け
ら
れ
、
暴
力
を
振
る

わ
れ
守
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
父
、

私
、
弟
、
妹
の
目
の
前
で
母
が
ソ

ビ
エ
ト
兵
に
強
姦
さ
れ
た
の
が
瞼

に
焼
き
付
い
て
消
え
ま
せ
ん
。

ソ
ビ
エ
ト
兵
達
は
、
母
を
含
め

て
沢
山
の
日
本
人
女
性
を
ど
こ
か

に
連
れ
て
い
き
何
日
も
強
姦
し
ま

し
た
。
一
週
間
し
て
母
が
宿
へ
戻

り
、
毎
日
恥
ず
か
し
い
と
泣
き

じ
ゃ
く
っ
て
い
ま
し
た
。

ソ
ビ
エ
ト
兵
に
集
団
で
強
姦
さ

れ
、
ナ
イ
フ
で
傷
つ
け
ら
れ
て
、

肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
痛
み
付

け
ら
れ
、
母
は
数
日
後
に
死
に
ま

し
た
。
母
は
そ
の
と
き
38
歳
で
し

た
。」その

後
、
斉
斉
哈
爾
（
チ
チ
ハ

ル
）
で
父
も
伝
染
病
で
亡
く
し
、

中
国
人
夫
婦
の
養
女
と
な
っ
た
。

近
所
の
中
国
人
か
ら「
日
本
鬼
子
」

映
画
を
見
る
に
あ
た
っ
て
背
景

を
解
説
し
ま
す
。

奈
良
県
の
最
南
端
、
和
歌
山
県

と
接
す
る
日
本
一
大
き
な
秘
境
の

村
「
吉
野
郡
十
津
川
村
」
が
あ
る
。

人
口
は
３
０
０
０
人
弱
で
あ
る
。

１
９
４
１
（
昭
和
16
）
年
２
月
11

日
、「
集
団
第
十
次
滲
泌
河
十
津

川
開
拓
団
」が
満
州
へ
移
民
し
た
。

哈
爾
浜
（
ハ
ル
ビ
ン
）
か
ら
西

へ
満
州
里
方
面
に
向
か
っ
て
約
４

０
０
キ
ロ「
竜
江
省
扎
蘭
屯（
ジ
ャ

ラ
ン
ト
ン
）
駅
」
付
近
で
あ
る
。

大
き
な
都
市
で
言
え
ば
、
斉
斉

哈
爾
（
チ
チ
ハ
ル
）
の
西
で
あ
る
。

『
満
洲
開
拓
史
』
に
よ
れ
ば
、
３

２
８
人
の
団
員
が
移
民
し
た
。「
根

こ
そ
ぎ
召
集
」
に
よ
っ
て
、
終
戦

時
２
４
３
人
の
老
人
男
性
と
女

性
・
子
ど
も
が
残
っ
て
い
た
。

ソ
連
が
参
戦
し
て
約
２
週
間

後
、
十
津
川
開
拓
団
に
突
然
警
報

が
鳴
っ
て
、
着
の
み
着
の
ま
ま
で

逃
避
行
が
始
ま
っ
た
。（
死
亡
者

１
２
７
人
、
生
存
率
48
％
）

岡
山
地
裁
「
中
国
残
留
孤
児
訴

訟
」（
２
０
０
４
～
２
０
０
８
年
）

で
十
津
川
開
拓
団
に
住
ん
で
い
た

Ｓ
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
証
言
し
て

と
の
の
し
ら
れ
て
、
貧
し
く
て
小

学
校
も
２
年
し
か
行
け
な
か
っ
た
。

１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年
Ｓ
さ

ん
は
生
存
確
認
さ
れ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
１
９
６
３
（
昭
和

38
）年「
戦
時
死
亡
宣
告
」さ
れ
た
。

１
９
７
９
年
一
時
帰
国
し
た

が
、
誰
も
身
元
引
受
人
に
な
っ
て

く
れ
ず
帰
国
で
き
な
か
っ
た
。
１

９
９
１
年
、
岡
山
県
で
身
元
保
証

人
が
現
れ
て
永
住
帰
国
し
た
。

今
回
の
映
画
『
再
会
の
奈
良
』

で
は
、中
国
の
陳
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

残
留
孤
児
の
養
女
、
麗
華
を
１
９

９
４
（
平
成
６
）
年
、
日
本
へ
帰

国
さ
せ
た
が
、
数
年
前
か
ら
連
絡

が
取
れ
な
く
な
り
心
配
し
て
、
孫

娘
の
よ
う
な
シ
ャ
オ
ザ
ー
を
訪
ね

て
、一
人
奈
良
に
や
っ
て
来
ま
す
。

シ
ャ
オ
ザ
ー
は
、
日
本
語
が
話

せ
る
け
れ
ど
、
日
本
の
社
会
は
残

留
孤
児
２
世
３
世
を
は
じ
め
、
中

国
人
に
は
厳
し
い
現
実
が
描
か
れ

る
。中

国
人
と
の
結
婚
を
拒
む
恋
人

の
親
、
居
酒
屋
の
バ
イ
ト
、
柿
の

選
果
場
の
仕
事
現
場
、
今
な
お
残

る
分
断
と
不
寛
容
の
日
本
社
会
の

現
実
が
立
ち
は
だ
か
る
。

定
年
を
過
ぎ
、
妻
を
亡
く
し
、

一
人
暮
し
の
元
警
察
官
、吉
澤（
國

村
隼
）
の
下
心
と
世
話
好
き
が

ホ
ッ
と
す
る
日
本
人
役
で
あ
る
。

行
方
不
明
の
中
国
残
留
孤
児
、

麗
華
の
結
末
は
、
吉
澤
の
元
同
僚

か
ら
教
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
お
祭
り
会

場
に
駆
け
つ
け
る
の
は
「
奈
良
の

村
祭
り
」
と
い
う
観
光
的
な
画
像

を
映
画
で
描
く
常
套
手
段
な
の

か
。
何
の
た
め
に
行
っ
た
の
か
よ

く
解
か
ら
な
い
。

最
後
に
う
つ
む
き
が
ち
に
夜
道

を
歩
く
３
人
を
見
て
、
何
を
理
解

さ
せ
よ
う
と
し
た
の
か
理
解
に
苦

し
む
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

母
と
娘
の
60
年
に
わ
た
る〝
絆
〟

を
描
く
な
ら
、
陳
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

麗
華
の
幼
い
こ
ろ
の
回
顧
シ
ー
ン

が
必
ず
欲
し
か
っ
た
。

ど
ん
な
ふ
う
に
日
本
人
残
留
孤

児
を
中
国
で
育
て
た
の
か
。
そ
れ

な
し
に
〝
絆
〟
は
見
え
て
こ
な
い
。

そ
こ
は
残
念
で
な
ら
な
か
っ
た
。

見
終
わ
っ
て
、
ま
ず
〝
さ
み
し

い
な
〟
と
感
じ
ま
し
た
。
ラ
ス
ト

が
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
に
な
ら
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
登
場

人
物
が
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
薄

い
中
、
懸
命
に
生
き
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
姿
に
、
こ
れ
が
現
代
の

日
本
な
の
だ
ろ
う
か
と
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
苦
労
を
重
ね
て
こ
ら
れ

た
中
国
残
留
孤
児
の
人
た
ち
へ
の

日
本
の
公
的
な
支
援
と
い
う
も
の

が
手
厚
い
も
の
で
は
な
い
の
だ
と

も
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

作
品
を
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、

元
警
察
官
の
吉
澤
一
雄
さ
ん
は
、

普
段
も
人
と
の
関
わ
り
が
少
な
い

中
、
偶
然
、
シ
ャ
オ
ザ
ー
さ
ん
と

陳
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
麗
華
さ
ん
探

し
に
関
わ
り
、
だ
ん
だ
ん
と
寄
り

添
っ
て
い
く
姿
が
光
り
ま
し
た
。

自
分
が
で
き
る
範
囲
で
最
後
ま

で
関
わ
る
姿
に
暖
か
さ
を
感
じ
ま

し
た
。

日
中
合
作
映
画

　
　
　
　
　
　
　を
鑑
賞
し
て

日
中
合
作
映
画

　
　
　
　
　
　
　を
鑑
賞
し
て

　
　
　
　
　
　　『
再
会
の
奈
良
』

母
娘
の
絆
描
く
な
ら

回
顧
シ
ー
ン
欲
し
い

青
木

　康
嘉

さ
み
し
さ
感
じ
る
も

私
に
は
大
き
な
気
付

内
田

　俊
理

残
留
孤
児
の
問
題
に

心
痛
む
思
い
で
感
銘

木
下

　建
治

「
再
会
の
奈
良
」
上
映
に
際

し
ま
し
て
は
、
各
方
面
の
方
々

に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。
青
木

康
嘉
氏
に
は
事
前
に
「
中
国
残

留
孤
児
問
題
に
つ
い
て
の
講
演

会
」
に
講
師
と
し
て
話
し
て
頂

き
ま
し
た
。
中
国
在
大
阪
総
領

事
館
に
も
上
映
協
力
を
頂
き
ま

し
た
。
関
係
者
の
皆
様
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
岡
山
市
日
中
友
好
協
会
）

・

・

・

・
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